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BHC くん煙封の鯉の中にある BHC の先を定鎚する方法を捉黙した.くん煙剤の矧まポンプで泣 .

布と姐鯉紙へ導くと,完全に泣すことが出来る.煙の全虫を有授浴剤で回収LBHC を抽出する.

lN メタノ-ル性 KOH で蛭中の BHC を定見的に分解して狩られる3分子の KClを Volhard

法で定立して BHC の虫を求め,A!に熱分解串を計辞した.BHC とtrichlorobenzeneとの二成

分系における BHCはこの方法によって定見しても差しつかえなく,又 BHC くん好剤の蛭の中

にあ.る BHCの定虫位から計許された熱分析率は,熱分矧 こよって生成した無枝のC1を短見して

計許される熱分脈率と定虫訳差の犯田内で一致した.

Ⅰ.は じ め に

くん煙筒とは員薬を燃焼剤と柑 こ筒につめたもので,

その点火部に点火すれば,凸薬は鯉の状態で噴出する.

この煙は局内では万遍なく行き亘って殺虫効穴を示し,

又林野では風の方向を利IT]して煙で森林を群い,恐虫

の目的を達する.これ等くん煙剤は投薬の新しい使い

方として注目され 業界でもこれが普及に努力が式ね

られている.

しかし,このくん煙剤の発展に伴って政和する製品

の規格について何等瑚みられないことは甚だ出伍であ

り,特に火工品としてみた場合の危険性とか有効成分

'の熱分解等については今後紙状的な検討が必要である.

本邦告はくん煙剤の正しい発展を期するため, BHC

くん煙剤の煙の中にある有効成分を定虫する方法を捉

残したものである. これはBHCくん煙剤の熱分解の

測定法ともなるから,各班くん煙剤の分解率を比較す

●ることも可能である.
一

ⅠⅠ.実鼓材料及び方法

(1) 煙の捕袋法と抽出法

郡1図 のような装置を組立て, ポンプで1分間に

14-261の割合で通気させる.くん煙筒の点火矧 こ串

火線で点火すると筒の内容物は怒らに煙となって噴出

し,ブリキ皆⑥及びガラス管①⑥ を通って詣布 (ネ

ル)に至る.尚これを通過する徹虫の矧 ま泊布の内部

に挿入されたガラス管の先端に轄蛙紙(厚さ1mm)㊨

をかぷせておけば完全に捕災出来る.煙が◎③㊥の

管及び沌布に附f3'･してしまうのをまって (20分間)通

気を止め,袋田を分解する.ガラス及びブ')キ管に附

FIiした蛭はアセトンで回収し,又鴻布及び指煙紙につ

いた矧 ま1ソックスレ-でアセトン抽出を行う.但しこ

の時煙がアルカリ性であるときは予めHN03で軟性

Fig.1. TheapparatllSdesignedtoaccumulate
aerosolofsmokefumigant
a. huse
b. smokeEumigant
c. steeltube

- d. g一asstube(28m/m)
e. g一asstubeく50m/m)
f. fi一terc一othcontainsg一ass-wool
g. Smokefilteringpaper
h. 2% NaOH soln.250cc.
i. cone.H2SOl'

にしておく.

両者を-絹にして滋後にエーテルで抽出し,エーテ

ルを蒸発後,残故をメタノールで 250cc～500ccのメ

スフラスコに洗い込む.

(2) 定 免 法

BHC はアルコール性アJt,カ))で容易に脱塩懲きれ

ること1Jを利用する.

250cc～500ccのメスフラスコからピペットで 5cc

～10ccを採取し,200cc三角フラスコの中に入れる.

メタノール性 lN･KOH30ccを加えて還流冷却管を

附し,2-2.5時間iB竹上で加熱する.

メタノ1-JL任
KOH

C6HCCl6ー C6H3CI3+3KCI
BHC ' trichlorobenzene
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終了後冷却し,これに水を加え,フェノールフタレイ

ンを指示非として 6NHN03で敢性とし, Volhaid

法で C1を定虫する (A+B).

妃に同じ試料から5cc～10ccを採取し.'そのまゝ

HNO3酸性の下で Volhard 法によって煙の中に含

まれる無機の Cl を求める (B).この差 (A)はメ

タノール性 KOHで分解した CZのモル数であ畠か

ら,有効成分及び熱分解率は次のようにして求められ

る.

A+B-(昔 AgNO3一意 NHdCNS)cc

〉 0.1 >(メ ス フラスコ)cc

1000 (ピペツト)cc

B-(芸 A gNO3一意 NH4CNS)cc
〉 0.1)(メスフラスコ )cc

BHCg-

1000 (ピ ペット)cc
Ax290.85
3

(熱分肝率)-1- BHCg
(充損BHC)g

但し, 煙の中に BHC以外のものでメタノ-ル性

ROHで分解きれる有税ハロゲン化合物が存在すると

きは,この虫を別の方法で定式して,差し引いておか

なければならない.

(Volhard法)℡)サンプルを HNO3取牲とし,鉄明

ぽん締 虻 三筋紬 え･昔 AgNO3一定舶 ビ-

-レットから酢 する･意 NH4CNSで逆服 し,

浴紋が赤色を里する点を紀点とする.
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Fig.2 The re一ationship between wc王ght

percentageoftwo components s.ystem of
BHC･trichlorobenzeneandtheheatdecom･

positonrate

III.実 験 結 果
I

BHC とその熱分解生成物であると予想 され る

trichlorobenzeneとの蛋歪比と熱分朋率の関係は計

許によって節2図のようになる.

節2図から各分解率に対応するリンデンとtrichlo-

robenzeneの詔虫比を求め{その全虫が0.09-0.22g

になるように調製して, これを 200cc三角フラスコ

の中に入れ,上記の定員法でt)ンデンを定出した.こ

の位から BHCtrichlo'robenzeneのiE虫比を求め,

第2図の計辞表から逆に分解率を求めると節1表に示

される様な結果が得られる.

Table1 DeterminationofBHCillthetwocomponentssystem ofBHC-trichlorobenzene

Determination

Runsl,Heat lWt･percentagelTotal
rdaetceoTin,.lLindan艦 慧 l▲憲t"･ ftaskl(F-1.0172)蕎 _: 4.:o"8;IwBt:(:0,,I"誓 tS(Cia:1TdP･n●
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I

Table2 DetermitlationofBHCinaerosolofBHCsmokefuml'gants

秤品位から計辞された 熱分解率 (Ⅹ)と定虫fdiから

計許された熱分解率 (y)との関係をプロットすると,

略450の協斜をもつ,原点を通る回帰直線が柑られる.

この回帰係数を検定すると3)Ho:a-1には t-0.112

また H:b-0には t-0.38が得られ 共に tsO･05-

2･306より少となり,従って y-Ⅹ即ち秤虫TLIiから計

許された熱分解率と定iln伯から計辞された熱分節率の
問にtは,幌さも偏 りもないことが判った.･

又,monochlorobezene, dichlorobenzene 及び

trichlorobenzeneはメタ./-ル性 KOH では脱クロ

ールされなかったが,イソプロパノールと金捕ナトリ

ウムで分脈す ると4㌧ trichlorobczeneは全 Clの

77%,BHCは 94% 夫々脱クロールされた.

次に, くん煙筒の煙について BHC を定出した.

用いたくん煙筒は リンデン 15g･燃焼剤 15gの成分

で,定員法の正駆鹿は,別に BHCの熱分解によっ

て生じた無職 の Clを定立して,これから計許された

分解率t.の一致皮で checkした･ 号の結架は節2表

に示される通りである.

熱分矧 こよって生成する鰯B Clは 2%NaOH 浴

紋に吸収された Cl,煙の中で BHC と共存するCl

及び燃焼架並に含まれるC1を夫々Volhard法で定

見することによって求められ この合計帖から,BHC

の熱分ir17が次の反応式で示されるものと仮定して分節

率を求めた.

C6H6Cl6-C6H3C13+3HCl

･BHe trichlorobenzene

この分脈率を BHC の定立伯から計許された分解

率に対応させると,定石と誤差の恥田内でよく一致して

いることがわかる.

又,BHCはいづ机の場合にも燃焼残滋の中には残
っていない.

lV. 要 約

(1) くん煙剤の鯉は一分間に 14-261の流通速度

で,投花及び措煙紙を用いて泣せば,完全に摘発され

る.

(2) BHC回収17]の浴剤にはアセトンを用いた.

(3) 煙の中の BHC■定立法は 1Nメタノール性

KOH で分解して生ずる KClを Volhard法で定虫

する方法で,これから求められる熱分解率と六位のInl
には悦も偏 りもない.従って,この方法は熱分解率測

定法として採収用してもよいことがわかった.

(4) 煙の中の BHCを;E虫して求められる熱分解

串と.熱分解によって生ずる粟喋桟の C1から求められ

る分解率とは定立訳Z三の犯田内しょくT･致している.

(5) 以上の邪から,上記の方法によって BHC く

ん煙剤の煙の中に含まれる有効成分の出を知ることが

可能である.
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Thisreportproposesamethodtodetermine

thequantityofBHC containedintheaerosolof

BHC smoke fun;gant. Theaeroso一ofBHC

smokefumigantwasaccumu一atedwhen一eadtoa

filterclothandasmokefilteringpaperbypump

(seeFig.1). Thequantityofaerosolattiched

totheinteriorpartsoftheapparatuswasextracted
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byorganicsolvezlL A certainquantityofthe

extractwasdecomposed quantitativelybylN-

methanolicKOH,andtheamountofKCIwas

determinedbyVolhardmethod.Tムus,tIleportion

ofBHC notdecomposedwasdetermined and

/ ㌔ from these datatIlelleatdecomposition rate

calcutated.

Determination ofBHCexisting in･thetwo

蔚 22 巻-I

componentssyStCmOfBHC-trichlorobenzenecan

b;alsoaccomplishedbythismethod. Theheat

decompositionratecalculatedfrom thequantity

of.BHCcontainedin.theaerosolofBHCsmoke

fumigan!agreed withinaexeperimentalerror

witllthe one ca7culated through quantitative

Idetermimtionofinorganicclllorinegeneratedby

tlleheatdecomposition.

Increase in thcNegativeAfter･potentialoflnSeCtNervehy DDT. Studieson the

Mechanism ofActionoflnsecticides.XIII. Teruo YJLLIASAKIandToshio NAtt̂Ir.ASrTI井

(LaboratoryofAppliedEntomology,Facu一tyofAgricullurら UniversityofTokyo,Tokyo)･

ReceivedMay30,1957.'Bolyu-Kagaku,22,296,1957.

51. DDT による昆虫神経陰性後電位の増大 殺虫剤の作用機構に関する研究 第 13報 山崎輝

男･栖惜敏夫**(煎京大学良学部害虫学研究室)32.5.30受理

DDT の作用機構を究明するためには.その作用点である神経の DDT による機能変化を種々の観

点から詳細に調べることが,当面する重要な課忍である. DDT が昆虫神経の陰性後屯位を増大,

延長させることは,筆者らの初期の研究において明らかにされているが, 今回はこの点につきさら/

に詳細な実験を行った.陰性後記位は DDT中毒の河状mより痘学期に至るまでの中お初脚におい

て着るしく増大, 延長し'また低温において症状を皇して.いる虫を高温に移して回役させたもので

も,増大した陰性後磁位は変化しなかった. このような後問位の変化とともに.神経の回役過程も

DDT によって好球され,着るしい過常期を示すようになった.以上の実験結果を既存のデータ■と

照らし合わせて考察した.

A hypothesisconcern三mg tllemodeoftoxic

actionofDDTuponinsectnervewasproposed

inourpreviouspaper32). Therestingpotentials

ofinsectnervesundertileinfluenceofDDT.were

comparedwith thoseofthenervestreatedwith/
nitrogen,Jnetabolicinhibitors,andpotassiumions･

ItwassuggestedthatDDTムasnoeffectontIle

〟restingmetabolism'' ofnervebutaffectstlle

ionicpermeabilityeitherbyadisturban'ceofthe

`̀aciivemetaboliSm''ofthenerveorbyadirect

i)hysicoIChemicalactiononthenervemembrane.

玩 ordertodemonstratethisllypOtIleSis,itis

necessarytoperf()rm amoredetai一ed ana一ysisof

thechangesinnervefunctioncausedbyDDT.

Inoneofourear一ystudiesinwhich theeffects

ofinsecticidesonthespontaneousactivityoftilei
centralnervecordwereexamined, itwasfound

thatDDTmarkedlyaugmentedandpro一ongedtIle

negativeafter-Potential. Evidencewaspresented

ihdlcatingthattheaftez･-potentialsare cTosely

貴Formername,ToshiolslTlr
**旧姓,石井
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relatedtotheexcitability.Tilepositiveafler-

Potentialisrelatedtothbdepressionofexcitability

andthenegativeafter-potentialtoaugmentation,

theafter-potentialsaremuch moresensitiveto

-ChangesinenvironmentalfactorstliantileSpike･

potentials, and they may actually be some

manifestationsoftherecoveryprocess. Taking

suchviewsinto~accountitisalsonecessaryto

perform moredetailed analysesof the DDT

induced negative after-potential in order to

understaddtheionicormetaboliceventsoccurring

inanervoussystem.undertheinfluenceofDDT･

TIlispaperwillpresentsomeimportant data

concerningthemodeoEactionofDDT upon

nerVe.

AhlerialsandAlethod8

Insects:Both adultsandlargenympIISOf血e/

Americancockroach,PCriplaneLaamel･むanaL.,

rearedintllelaboratory,wereusedthroughout

theexperiments.SincenodifEererlCeSCOnCerning

theeffectofDDTonthe_actionpotentialwere

foundbetweenadultsandlargenym phs,theresults


